
  
 

一

 
 

 

棚
田
地
域
振
興
法
案 

 

（
目
的
） 

第
一
条 
こ
の
法
律
は
、
棚
田
地
域
に
お
け
る
人
口
の
減
少
、
高
齢
化
の
進
展
等
に
よ
り
棚
田
が
荒
廃
の
危
機
に
直
面
し
て
い

る
こ
と
に
鑑
み
、
棚
田
地
域
の
振
興
に
つ
い
て
、
基
本
理
念
を
定
め
、
及
び
国
等
の
責
務
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
基

本
方
針
の
策
定
そ
の
他
の
棚
田
地
域
の
振
興
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
貴
重
な
国
民
的
財
産
で
あ
る
棚

田
を
保
全
し
、
棚
田
地
域
の
有
す
る
多
面
に
わ
た
る
機
能
の
維
持
増
進
を
図
り
、
も
っ
て
棚
田
地
域
の
持
続
的
発
展
及
び
国

民
生
活
の
安
定
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。 

 

（
定
義
） 

第
二
条 

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
棚
田
」
と
は
、
傾
斜
地
に
階
段
状
に
設
け
ら
れ
た
田
を
い
い
、
「
棚
田
等
」
と
は
、
棚
田
及

び
棚
田
に
類
す
る
形
状
の
農
用
地
（
農
業
の
有
す
る
多
面
的
機
能
の
発
揮
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第

七
十
八
号
）
第
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
農
用
地
を
い
う
。
）
を
い
う
。 

２ 

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
棚
田
地
域
」
と
は
、
自
然
的
社
会
的
諸
条
件
か
ら
み
て
一
体
的
な
日
常
生
活
圏
を
構
成
し
て
い
る

と
認
め
ら
れ
る
棚
田
を
含
む
一
定
の
地
域
で
政
令
で
定
め
る
要
件
に
該
当
す
る
も
の
を
い
う
。 



 

  
 

二

３ 

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
棚
田
地
域
振
興
活
動
」
と
は
、
棚
田
地
域
の
振
興
に
関
す
る
活
動
及
び
棚
田
地
域
内
の
棚
田
等
の

保
全
に
関
す
る
活
動
を
い
う
。 

 

（
基
本
理
念
） 

第
三
条 

棚
田
地
域
の
振
興
は
、
棚
田
地
域
の
有
す
る
農
産
物
の
供
給
、
国
土
の
保
全
、
水
源
の
涵か

ん

養
、
生
物
の
多
様
性
の
確

保
そ
の
他
の
自
然
環
境
の
保
全
、
良
好
な
景
観
の
形
成
、
伝
統
文
化
の
継
承
等
の
多
面
に
わ
た
る
機
能
が
維
持
さ
れ
、
国
民

が
将
来
に
わ
た
っ
て
そ
の
恵
沢
を
享
受
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
棚
田
等
の
保
全
を
図
る
と
と
も
に
、
棚
田
地
域
に
お
け

る
定
住
等
（
棚
田
地
域
に
お
け
る
定
住
及
び
他
の
地
域
の
住
民
が
そ
の
住
所
の
ほ
か
棚
田
地
域
に
居
所
を
有
す
る
こ
と
を
い

う
。
）
並
び
に
国
内
及
び
国
外
の
地
域
と
の
交
流
を
促
進
す
る
こ
と
を
旨
と
し
て
、
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

棚
田
地
域
の
振
興
に
関
す
る
施
策
は
、
農
業
者
、
農
業
者
の
組
織
す
る
団
体
、
地
域
住
民
そ
の
他
の
者
が
地
域
の
特
性
に

即
し
た
棚
田
地
域
の
振
興
を
図
る
た
め
に
す
る
自
主
的
な
努
力
を
助
長
す
る
こ
と
並
び
に
多
様
な
主
体
の
連
携
及
び
協
力
を

促
進
す
る
こ
と
を
旨
と
し
て
、
講
ぜ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
国
等
の
責
務
） 

第
四
条 

国
は
、
前
条
の
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
棚
田
地
域
の
振
興
に
関
す
る
施
策
を
総
合
的
に
策
定
し
、
及
び
実
施
す
る



  
 

三

責
務
を
有
す
る
。 

２ 
地
方
公
共
団
体
は
、
前
条
の
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
棚
田
地
域
の
振
興
に
関
し
、
国
と
の
連
携
を
図
り
つ
つ
、
自
主
的

か
つ
主
体
的
に
、
そ
の
地
域
の
特
性
に
応
じ
た
施
策
を
策
定
し
、
及
び
実
施
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
基
本
方
針
） 

第
五
条 

政
府
は
、
棚
田
地
域
の
振
興
に
関
す
る
基
本
的
な
方
針
（
以
下
「
基
本
方
針
」
と
い
う
。
）
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。 

２ 

基
本
方
針
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。 

 

一 

棚
田
地
域
の
振
興
の
意
義
及
び
目
標
に
関
す
る
事
項 

 

二 

棚
田
地
域
の
振
興
に
関
す
る
施
策
に
関
す
る
基
本
的
事
項 

 

三 

第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
棚
田
地
域
の
指
定
に
関
す
る
基
本
的
事
項 

 

四 

第
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
棚
田
地
域
振
興
協
議
会
に
関
す
る
基
本
的
事
項 

 

五 

第
八
条
第
二
項
第
一
号
の
指
定
棚
田
地
域
振
興
活
動
計
画
の
作
成
に
関
す
る
基
本
的
事
項 

 

六 

第
十
条
第
三
項
の
指
定
棚
田
地
域
振
興
活
動
計
画
の
認
定
に
関
す
る
基
本
的
事
項 



 

  
 

四

 
七 

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
棚
田
地
域
の
振
興
に
関
す
る
重
要
事
項 

３ 
内
閣
総
理
大
臣
は
、
基
本
方
針
の
案
を
作
成
し
、
閣
議
の
決
定
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

４ 

内
閣
総
理
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
閣
議
の
決
定
が
あ
っ
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
基
本
方
針
を
公
表
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。 

５ 

前
二
項
の
規
定
は
、
基
本
方
針
の
変
更
に
つ
い
て
準
用
す
る
。 

 

（
都
道
府
県
棚
田
地
域
振
興
計
画
） 

第
六
条 

都
道
府
県
は
、
基
本
方
針
を
勘
案
し
て
、
当
該
都
道
府
県
に
お
け
る
棚
田
地
域
の
振
興
に
関
す
る
基
本
的
な
計
画
（
以

下
こ
の
条
並
び
に
第
八
条
第
三
項
及
び
第
七
項
に
お
い
て
「
都
道
府
県
棚
田
地
域
振
興
計
画
」
と
い
う
。
）
を
定
め
る
こ
と

が
で
き
る
。 

２ 

都
道
府
県
棚
田
地
域
振
興
計
画
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。 

 

一 

棚
田
地
域
の
振
興
の
目
標 

 

二 

棚
田
地
域
の
振
興
に
関
し
、
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
講
ず
べ
き
施
策 

 

三 

前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
棚
田
地
域
の
振
興
に
関
す
る
施
策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
す
る
た
め
に
必
要



  
 

五

な
事
項 

３ 
都
道
府
県
棚
田
地
域
振
興
計
画
は
、
国
土
形
成
計
画
、
山
村
振
興
計
画
、
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
そ
の
他
法
律
の
規
定

に
よ
る
地
域
振
興
に
関
す
る
計
画
と
の
調
和
が
保
た
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

４ 

都
道
府
県
は
、
都
道
府
県
棚
田
地
域
振
興
計
画
を
作
成
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
関
係
市
町
村
の
意
見
を

聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

５ 

市
町
村
及
び
農
業
者
、
農
業
者
の
組
織
す
る
団
体
、
地
域
住
民
、
特
定
非
営
利
活
動
法
人
（
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平

成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
を
い
う
。
第
八
条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。
）

そ
の
他
の
棚
田
地
域
振
興
活
動
に
参
加
す
る
者
は
、
都
道
府
県
に
対
し
、
都
道
府
県
棚
田
地
域
振
興
計
画
の
作
成
に
つ
い
て

の
提
案
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

６ 

前
項
の
提
案
を
受
け
た
都
道
府
県
は
、
当
該
提
案
を
踏
ま
え
た
都
道
府
県
棚
田
地
域
振
興
計
画
を
作
成
す
る
必
要
が
な
い

と
判
断
し
た
と
き
は
、
そ
の
旨
及
び
そ
の
理
由
を
、
当
該
提
案
を
し
た
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

７ 

都
道
府
県
は
、
都
道
府
県
棚
田
地
域
振
興
計
画
を
定
め
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
こ
れ
を
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

８ 

第
四
項
か
ら
前
項
ま
で
の
規
定
は
、
都
道
府
県
棚
田
地
域
振
興
計
画
の
変
更
に
つ
い
て
準
用
す
る
。 



 

  
 

六

 
（
指
定
棚
田
地
域
） 

第
七
条 

主
務
大
臣
は
、
主
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
都
道
府
県
の
申
請
に
基
づ
き
、
棚
田
地
域
で
あ
っ
て
、
次
の

各
号
に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の
を
指
定
棚
田
地
域
と
し
て
指
定
す
る
。 

 

一 

棚
田
等
の
保
全
を
図
る
た
め
、
当
該
棚
田
地
域
の
振
興
の
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る

こ
と
。 

 

二 

当
該
棚
田
地
域
に
係
る
棚
田
地
域
振
興
活
動
が
円
滑
か
つ
確
実
に
実
施
さ
れ
る
と
見
込
ま
れ
る
こ
と
。 

２ 

都
道
府
県
は
、
前
項
の
申
請
（
次
項
の
規
定
に
よ
る
市
町
村
の
提
案
に
基
づ
く
も
の
を
除
く
。
）
を
し
よ
う
と
す
る
と
き

は
、
あ
ら
か
じ
め
、
関
係
市
町
村
に
協
議
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

市
町
村
及
び
前
条
第
五
項
に
規
定
す
る
棚
田
地
域
振
興
活
動
に
参
加
す
る
者
は
、
都
道
府
県
に
対
し
、
第
一
項
の
申
請
を

す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
提
案
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

４ 

前
項
の
提
案
を
受
け
た
都
道
府
県
は
、
当
該
提
案
に
基
づ
き
第
一
項
の
申
請
を
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
、
遅
滞
な
く
、
当

該
提
案
を
し
た
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
の
申
請
を
し
な
い
こ
と
と
す
る
と
き
は
、

そ
の
理
由
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 



  
 

七

５ 

主
務
大
臣
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
す
る
と
き
は
、
そ
の
旨
及
び
そ
の
区
域
を
官
報
で
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。 

６ 

主
務
大
臣
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
に
係
る
都
道
府
県
の
申
請
に
基
づ
き
、
当
該
指
定
を
解
除
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
第
二
項
及
び
前
項
の
規
定
を
準
用
す
る
。 

７ 

前
項
に
定
め
る
場
合
の
ほ
か
、
主
務
大
臣
は
、
指
定
棚
田
地
域
が
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
な

く
な
っ
た
と
認
め
る
と
き
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
に
係
る
都
道
府
県
の
意
見
を
聴
い
て
、
当
該
指
定
を
解
除
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
第
五
項
の
規
定
を
準
用
す
る
。 

 

（
指
定
棚
田
地
域
振
興
協
議
会
） 

第
八
条 

前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
が
あ
っ
た
と
き
は
、
当
該
指
定
に
係
る
指
定
棚
田
地
域
を
管
轄
す
る
市
町
村
は
、

次
項
に
規
定
す
る
事
務
を
行
う
た
め
、
当
該
市
町
村
の
ほ
か
、
農
業
者
、
農
業
者
の
組
織
す
る
団
体
、
地
域
住
民
、
特
定
非

営
利
活
動
法
人
そ
の
他
の
指
定
棚
田
地
域
に
係
る
棚
田
地
域
振
興
活
動
（
以
下
「
指
定
棚
田
地
域
振
興
活
動
」
と
い
う
。
）

に
参
加
す
る
者
（
第
七
項
及
び
第
八
項
に
お
い
て
「
指
定
棚
田
地
域
振
興
活
動
参
加
者
」
と
い
う
。
）
か
ら
な
る
指
定
棚
田

地
域
振
興
協
議
会
（
以
下
「
協
議
会
」
と
い
う
。
）
を
組
織
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 



 

  
 

八

２ 

協
議
会
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
行
う
も
の
と
す
る
。 

 

一 
指
定
棚
田
地
域
振
興
活
動
に
関
す
る
計
画
（
以
下
「
指
定
棚
田
地
域
振
興
活
動
計
画
」
と
い
う
。
）
を
作
成
す
る
こ
と
。 

 

二 

指
定
棚
田
地
域
振
興
活
動
の
実
施
に
係
る
連
絡
調
整
を
行
う
こ
と
。 

３ 

指
定
棚
田
地
域
振
興
活
動
計
画
に
は
、
基
本
方
針
に
即
し
て
（
都
道
府
県
棚
田
地
域
振
興
計
画
が
定
め
ら
れ
て
い
る
と
き

は
、
基
本
方
針
に
即
す
る
と
と
も
に
、
都
道
府
県
棚
田
地
域
振
興
計
画
を
勘
案
し
て
）
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
す
る
も

の
と
す
る
。 

 

一 

指
定
棚
田
地
域
振
興
活
動
を
通
じ
て
保
全
を
図
る
棚
田
等
に
関
す
る
事
項 

 

二 

指
定
棚
田
地
域
振
興
活
動
の
目
標 

 

三 

計
画
期
間 

 

四 

各
年
度
に
お
い
て
行
う
指
定
棚
田
地
域
振
興
活
動
の
内
容
及
び
実
施
主
体
に
関
す
る
事
項 

 

五 

協
議
会
に
参
加
す
る
者
の
名
称
又
は
氏
名 

 

六 

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
指
定
棚
田
地
域
振
興
活
動
に
関
し
必
要
な
事
項 

４ 

前
項
第
四
号
に
掲
げ
る
事
項
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項



  
 

九

に
つ
い
て
は
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
法
（
平
成
十
九
年
法
律
第
百
五
号
）
第
五
条
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
推
進
全
体
構
想
（
第
十
三
条
に
お
い
て
単
に
「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
全
体
構
想
」
と
い
う
。
）
が
作
成
さ
れ
て
い

る
場
合
に
限
る
。 

 

一 

定
住
等
・
地
域
間
交
流
事
業
（
農
山
漁
村
の
活
性
化
の
た
め
の
定
住
等
及
び
地
域
間
交
流
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平

成
十
九
年
法
律
第
四
十
八
号
）
第
三
条
各
号
に
掲
げ
る
要
件
に
該
当
す
る
地
域
に
係
る
同
法
第
五
条
第
二
項
第
二
号
又
は

第
三
号
に
規
定
す
る
事
業
又
は
事
務
で
あ
っ
て
同
法
第
六
条
第
二
項
の
交
付
金
を
充
て
て
実
施
を
し
よ
う
と
す
る
も
の
の

う
ち
、
指
定
棚
田
地
域
振
興
活
動
に
関
す
る
も
の
を
い
う
。
）
に
関
す
る
事
項 

 

二 

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
法
第
五
条
第
三
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
相
当
す
る
事
項
で
あ
っ
て
指
定
棚
田
地
域
振
興
活
動

に
関
す
る
も
の
に
関
す
る
事
項 

５ 

協
議
会
は
、
指
定
棚
田
地
域
振
興
活
動
計
画
を
作
成
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
都
道
府
県
知
事
に
協
議
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

６ 

前
項
の
規
定
は
、
指
定
棚
田
地
域
振
興
活
動
計
画
の
変
更
に
つ
い
て
準
用
す
る
。 

７ 

指
定
棚
田
地
域
振
興
活
動
参
加
者
は
、
市
町
村
に
対
し
、
協
議
会
を
組
織
す
る
こ
と
を
提
案
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の



 

  
 

一
〇

場
合
に
お
い
て
は
、
基
本
方
針
に
即
し
て
（
都
道
府
県
棚
田
地
域
振
興
計
画
が
定
め
ら
れ
て
い
る
と
き
は
、
基
本
方
針
に
即

す
る
と
と
も
に
、
都
道
府
県
棚
田
地
域
振
興
計
画
を
勘
案
し
て
）
、
そ
の
提
案
に
係
る
協
議
会
が
作
成
す
べ
き
指
定
棚
田
地

域
振
興
活
動
計
画
の
素
案
を
作
成
し
て
、
こ
れ
を
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

８ 

指
定
棚
田
地
域
振
興
活
動
参
加
者
で
協
議
会
の
構
成
員
で
な
い
も
の
は
、
市
町
村
に
対
し
て
書
面
で
そ
の
意
思
を
表
示
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
己
を
当
該
市
町
村
が
組
織
し
た
協
議
会
の
構
成
員
と
し
て
加
え
る
よ
う
申
し
出
る
こ
と
が
で
き
る
。 

９ 

前
各
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
協
議
会
の
組
織
及
び
運
営
に
関
し
て
必
要
な
事
項
は
、
協
議
会
が
定
め
る
。 

 

協
議
会
の
構
成
員
は
、
相
協
力
し
て
、
指
定
棚
田
地
域
振
興
活
動
計
画
の
実
施
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
指
定
棚
田
地
域
振
興
活
動
計
画
の
作
成
等
に
関
す
る
援
助
） 

第
九
条 

国
は
、
協
議
会
の
構
成
員
に
対
し
、
指
定
棚
田
地
域
振
興
活
動
計
画
の
作
成
及
び
そ
の
円
滑
か
つ
確
実
な
実
施
に
関

し
必
要
な
情
報
提
供
、
助
言
そ
の
他
の
援
助
を
行
う
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
指
定
棚
田
地
域
振
興
活
動
計
画
の
認
定
等
） 

第
十
条 

市
町
村
は
、
そ
の
組
織
し
た
協
議
会
が
指
定
棚
田
地
域
振
興
活
動
計
画
を
作
成
し
た
と
き
は
、
主
務
省
令
で
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
指
定
棚
田
地
域
振
興
活
動
計
画
に
つ
い
て
主
務
大
臣
の
認
定
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 



  
 

一
一

２ 

前
項
の
規
定
に
よ
る
認
定
の
申
請
は
、
都
道
府
県
知
事
を
経
由
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 
主
務
大
臣
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
認
定
の
申
請
が
あ
っ
た
指
定
棚
田
地
域
振
興
活
動
計
画
が
次
に
掲
げ
る
基
準
に
適

合
す
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
認
定
を
す
る
も
の
と
す
る
。 

 

一 

基
本
方
針
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。 

 

二 

当
該
指
定
棚
田
地
域
振
興
活
動
計
画
の
実
施
が
指
定
棚
田
地
域
の
振
興
又
は
指
定
棚
田
地
域
内
の
棚
田
等
の
保
全
に
相

当
程
度
寄
与
す
る
も
の
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。 

 

三 

円
滑
か
つ
確
実
に
実
施
さ
れ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。 

４ 

主
務
大
臣
は
、
前
項
の
認
定
を
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
当
該
認
定
を
受
け
た
指
定
棚
田
地
域
振
興
活
動
計
画
（
以
下

「
認
定
棚
田
地
域
振
興
活
動
計
画
」
と
い
う
。
）
の
概
要
を
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

５ 

市
町
村
は
、
そ
の
組
織
し
た
協
議
会
が
認
定
棚
田
地
域
振
興
活
動
計
画
の
変
更
（
主
務
省
令
で
定
め
る
軽
微
な
変
更
を
除

く
。
）
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
主
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
主
務
大
臣
の
認
定
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

６ 

第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
は
、
前
項
の
認
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。 

７ 

主
務
大
臣
は
、
認
定
棚
田
地
域
振
興
活
動
計
画
（
認
定
棚
田
地
域
振
興
活
動
計
画
の
変
更
が
あ
っ
た
と
き
は
、
そ
の
変
更



 

  
 

一
二

後
の
も
の
。
以
下
同
じ
。
）
が
第
三
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
適
合
し
な
く
な
っ
た
と
認
め
る
と
き
又
は
認
定
棚
田
地
域
振
興

活
動
計
画
に
従
っ
て
指
定
棚
田
地
域
振
興
活
動
が
実
施
さ
れ
て
い
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
認
定
を
取
り
消
す
こ
と
が

で
き
る
。 

８ 

主
務
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
第
三
項
の
認
定
を
取
り
消
し
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

第
十
一
条 

主
務
大
臣
は
、
前
条
第
三
項
の
認
定
に
係
る
市
町
村
に
対
し
、
認
定
棚
田
地
域
振
興
活
動
計
画
の
実
施
の
状
況
に

つ
い
て
報
告
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

（
農
山
漁
村
の
活
性
化
の
た
め
の
定
住
等
及
び
地
域
間
交
流
の
促
進
に
関
す
る
法
律
の
特
例
） 

第
十
二
条 

市
町
村
が
、
第
八
条
第
四
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
項
が
記
載
さ
れ
た
指
定
棚
田
地
域
振
興
活
動
計
画
に
つ
い
て
、

第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
認
定
の
申
請
を
し
た
と
き
は
、
農
山
漁
村
の
活
性
化
の
た
め
の
定
住
等
及
び
地
域
間
交
流
の

促
進
に
関
す
る
法
律
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
活
性
化
計
画
の
提
出
が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
し
て
、
同
条
第
二
項
か
ら

第
四
項
ま
で
の
規
定
を
適
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
二
項
中
「
事
業
等
」
と
あ
る
の
は
、
「
棚
田
地
域
振
興

法
第
八
条
第
四
項
第
一
号
に
規
定
す
る
定
住
等
・
地
域
間
交
流
事
業
」
と
す
る
。 

 

（
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
法
の
特
例
） 



  
 

一
三

第
十
三
条 

第
八
条
第
四
項
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項
が
記
載
さ
れ
た
指
定
棚
田
地
域
振
興
活
動
計
画
が
第
十
条
第
三
項
又
は
第

五
項
の
認
定
を
受
け
た
と
き
は
、
当
該
認
定
の
日
に
お
い
て
、
当
該
事
項
に
係
る
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
全
体
構
想
に
つ
い

て
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
法
第
六
条
第
二
項
又
は
第
五
項
の
認
定
が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
す
。 

 

（
財
政
上
の
措
置
等
） 

第
十
四
条 

国
は
、
認
定
棚
田
地
域
振
興
活
動
計
画
に
基
づ
く
指
定
棚
田
地
域
振
興
活
動
を
支
援
す
る
た
め
必
要
な
財
政
上
又

は
税
制
上
の
措
置
そ
の
他
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
指
定
棚
田
地
域
の
振
興
に
資
す
る
事
業
の
公
表
） 

第
十
五
条 

国
は
、
毎
年
度
、
当
該
年
度
に
実
施
す
る
指
定
棚
田
地
域
の
振
興
に
資
す
る
事
業
に
つ
い
て
、
そ
の
内
容
を
取
り

ま
と
め
、
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
人
材
の
育
成
及
び
確
保
） 

第
十
六
条 

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
棚
田
地
域
振
興
活
動
を
担
う
べ
き
人
材
を
育
成
し
、
及
び
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な

措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
棚
田
地
域
振
興
連
絡
会
議
） 



 

  
 

一
四

第
十
七
条 

政
府
は
、
内
閣
府
、
総
務
省
、
文
部
科
学
省
、
農
林
水
産
省
、
国
土
交
通
省
、
環
境
省
そ
の
他
の
関
係
行
政
機
関

の
職
員
を
も
っ
て
構
成
す
る
棚
田
地
域
振
興
連
絡
会
議
を
設
け
、
棚
田
地
域
の
振
興
に
関
す
る
施
策
の
総
合
的
か
つ
効
果
的

な
推
進
を
図
る
た
め
の
連
絡
調
整
を
行
う
も
の
と
す
る
。 

 

（
主
務
大
臣
等
） 

第
十
八
条 

こ
の
法
律
に
お
け
る
主
務
大
臣
は
、
総
務
大
臣
、
文
部
科
学
大
臣
、
農
林
水
産
大
臣
、
国
土
交
通
大
臣
及
び
環
境

大
臣
と
す
る
。 

２ 

こ
の
法
律
に
お
け
る
主
務
省
令
は
、
総
務
省
令
・
文
部
科
学
省
令
・
農
林
水
産
省
令
・
国
土
交
通
省
令
・
環
境
省
令
と
す

る
。 

 
 

 

附 

則 

 

（
施
行
期
日
） 

１ 

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
二
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 

（
こ
の
法
律
の
失
効
） 

２ 

こ
の
法
律
は
、
令
和
七
年
三
月
三
十
一
日
限
り
、
そ
の
効
力
を
失
う
。



  
 

一
五

 
 

 
 
 

理 

由 

 

棚
田
地
域
に
お
け
る
人
口
の
減
少
、
高
齢
化
の
進
展
等
に
よ
り
棚
田
が
荒
廃
の
危
機
に
直
面
し
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
、
貴
重

な
国
民
的
財
産
で
あ
る
棚
田
を
保
全
し
、
棚
田
地
域
の
有
す
る
多
面
に
わ
た
る
機
能
の
維
持
増
進
を
図
る
た
め
、
棚
田
地
域
の

振
興
に
つ
い
て
、
基
本
理
念
を
定
め
、
及
び
国
等
の
責
務
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
基
本
方
針
の
策
定
そ
の
他
の
棚
田
地

域
の
振
興
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
こ
の
法
律
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。 


